
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 
 学習内容・学習活動 活動の様⼦ 

導
入 

〇「ＳＮＳ東京ノート」④の P.10「こんな

つもりじゃなかったのに」から、カード(グ

レー)を使い、ホーム画面のメッセージの

前後にどのような会話があるかを考える。 

〇カード(グレー)をめくり、裏面(ブルー)の

メッセージ例を読む。 

〇「状況シート」を使って四つの気持ちの欄

にカードを振り分ける。 

〇振り分けたカードの状況をグループごと

に見合い、意見交換をする。 

〇時間やグループ、その人数にも着目し、「こ

んなつもりじゃなかったのに」を、「こう

すればよかった」にする改善例を考える。 

 
「ＳＮＳ東京ノート」④の P.10「こんなつ

もりじゃなかったのに」を使用して考える 

 

 

 
グループで意見交換 

展
開
１ 

・「ＳＮＳ東京ノート」④の P.11「こんな

つもりじゃなかったのに」に沿って，「こ

の時、どうしますか。」の問いに対する自

分の答えをカードに記入する。 

・カードを交換し、自分にまわってきたカー

ドを「状況シート」に振り分け、「晴れ、

曇り、雨、雷」のどのマークになったかを

裏面に○をし、理由も記入する。 

・グループで意見交換を行う。振り分けてか

ら裏面の「理由欄」を見て話し合い、「ア

ドバイス欄」に記入する。 

ま
と
め 

・授業で学んだことを振り返り、分かったこ

とや自分の考えをワークシートに記入す

る。 

 

 

 

 

■本時の目標 

自分の思いを相手に適切に伝えることの難しさや、人によっていろいろなものの考え方が

あることを理解し、ＳＮＳを通した関わり方を考える。 

ＳＮＳ東京ノートの活用 

中学校 全学年 道徳「みんなで守ろう 情報モラル」 
カード教材を使用して、自分と相手との違いについて気付く活動 
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■「ＳＮＳ東京ノート」を活用した授業を実施した後の生徒の感想 

 
● ＳＮＳを有意義に使い続けるために、自分にできること・すべきこと 

【１年生】 

・友達や自分の顔写真をＳＮＳにはのせないようにしたいと思います。 

・時間やルールを細かく決める。人が傷つく言葉を送らないよう、文を送る前にもう一度確認！ 

・ささいな一言でトラブルに巻き込まれる可能性があるので、相手の気持ちを考えて、文字で

伝わらないことは口で言うなど、ＳＮＳに頼りすぎない生活を送りたいです。 

【２年生】 

・リア友じゃなくて、ネットで知り合った人とは気軽にＳＮＳのやりとりをしないようにする。 

・自分がされていやなことは、相手に絶対にしない。言い方や送り方を気をつけようと思う。 

・もし、ＳＮＳなどで誰かを傷つけてしまったことが分かったら、顔を合わせて直接謝る。 

・写真を送る時は、写っている人全員に送ってもいいか聞いて、返事をもらってから送る。 

【３年生】 

・ＳＮＳの特徴をよく理解し、正しい情報か否かを判断するメディアリテラシーを備えること。 

・相手のことをよく考え、面と向かって話せないことは、ＳＮＳでも話さないようにします。 

・たくさん使うと危険な目にあう確率が高くなるので、利用時間に気をつけたい。 

・メールでは相手に伝わりにくいこともあるので、依存しないことも大切だと思う。 

 

● この授業を通して、感じたこと 

【１年生】 

・ＳＮＳでの会話やスタンプを送る時に、相手の気持ちをよく考え、友達を傷つけないように

したいと思いました。 

・たくさん成長するこの時期に、乱れた生活を送ったり、健康に被害が及ばないようにしたい。 

・今回カードやシートを使ったので、友達の気持ちなどが分かり、とても良い授業だと思った。 

【２年生】 

・文面では伝わりにくいことや、便利だからこその欠点もあるのだと思った。便利だからこそ

不便なところが見つけにくく、それによってトラブルが起きるのかなと感じた。 

・トラブルにならないよう、一つ一つの文に重みを感じて慎重に送るべきだなと思いました。 

・自分の感じ方と他の人の感じ方は違うことが分かった。だから、常に相手のことを思って行

動することが大切であるということがよく分かった。 

【３年生】 

・班で話し合うことでより理解が深まり、ＳＮＳの使い方も再度確認することができた。ただ

話を聞くだけでなく、楽しくできたと思う。一度自分たちで考えることがとてもいいなと思

った。 

・ＳＮＳ東京ノートを使い、みんなと話し合って考えを聞くことにより、「こういう対策もある

んだ」や「こういうことに気をつけよう」などと思って、理解が深まりました。 

・何か一つのメッセージにしても、班の人全員のとらえ方が違ったのは驚きました。だから、

多くの人に誤解されないようなメッセージやスタンプを送るよう心がけ、話に入らなくてよ

い場合を適切に判断することも大切だと思いました。 

・カードやシートを使って班の人達としっかりと話し合うことができたので良かったです。 

・授業を通して、自分の感情をしっかり文章で表現しきれるようにするための語彙力を身に付

けていきたいと思いました。そのためにも、本を読む機会を増やしたいです。 

・ＳＮＳはコミュニケーションをとるための一つの手段だということを忘れないようにしたい。 
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